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ル
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❷

日
田
市
の
林
業・木
材
産
業

　
日
田
市
は
北
部
九
州
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
江
戸
時
代
か
ら
ス
ギ
の
植
林
が
盛
ん
に

行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
豊
富
な
森
林
資
源
を

有
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
日
田
市
の
素
材
生
産
量
は
年
間
約

33
万
㎥
。
市
内
に
は
７
つ
の
原
木
市
場
が
あ

り
、
年
間
取
扱
量
は
50
万
㎥
を
超
え
ま
す
。

ま
た
、
70
社
を
超
え
る
製
材
工
場
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
得
意
と
す
る
分
野
に
特
化
し
た
住
宅

用
部
材
を
中
心
に
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

の
稼
働
に
よ
り
林
地
残
材
等
が
有
効
活
用
さ

れ
る
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
木
材
利
用

も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
家
具
な
ど

の
木
工
業
や
、
研
究
機
関
、
林
業
が
学
べ
る

高
校
な
ど
、「
川
上
」
か
ら
「
川
下
」
ま
で
、

多
様
な
関
連
産
業
が
集
積
し
て
い
る
の
も
本

市
の
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

成
長
産
業
化
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て

　
こ
の
よ
う
に
、
古
く
か
ら
の
林
業
地
で
あ

り
、
現
在
で
も
林
業
・
木
材
産
業
が
地
域
の

基
幹
産
業
で
あ
る
本
市
に
お
い
て
、
人
工
林

資
源
の
多
く
が
利
用
可
能
な
段
階
と
な
る
一

方
で
、
森
林
所
有
者
の
経
営
意
欲
の
減
退
や

住
宅
着
工
数
の
減
少
な
ど
、
林
業
・
木
材
産

業
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
、人
工
林
資
源

の
循
環
利
用
と
日
田
材
の
需
要
拡
大
を
促
進

し
、将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
に
多
く
の
雇
用

や
経
済
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
で
、地
域
に
利

益
を
還
元
し
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
た
め

「
林
業
成
長
産
業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業
」

に
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
別
取
り
組
み
内
容

テ
ー
マ
①

『
大
径
材
の
需
要
促
進
と

地
域
の
主
力
で
あ
る
無
垢
材
の
供
給
強
化
』

　
利
用
期
を
迎
え
た
人
工
林
資
源
の
活
用
の

た
め
の
本
格
的
な
主
伐
へ
の
移
行
に
伴
い
、

必
然
的
に
大
径
材
の
出
材
が
増
加
し
ま
す
。

こ
の
大
径
材
の
価
値
を
高
め
て
、
有
効
に
活

用
す
る
た
め
、
無
垢
の
梁
桁
等
の
加
工
・
乾

燥
技
術
の
確
立
、
製
材
シ
ス
テ
ム
等
の
検
討・

開
発
を
進
め
大
径
材
需
要
を
創
出
す
る
と
と

も
に
、
森
林
認
証
な
ど
の
取
得
を
促
進
し
、

地
域
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
ま
す
。

テ
ー
マ
②

『
再
造
林
促
進
の
た
め
の

枝
条
等
の
林
地
残
材
処
理
及
び

新
規
参
入
に
よ
る
担
い
手
確
保
』

　
主
伐
へ
の
移
行
に
伴
い
、
林
業
適
地
で
の

再
造
林
を
徹
底
す
る
た
め
、
枝
条
等
の
林
地

残
材
を
山
元
で
チ
ッ
プ
化
す
る
実
証
実
験
な

ど
を
行
い
、
燃
料
等
と
し
て
採
算
ベ
ー
ス
で

供
給
出
来
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
地

ご
し
ら
え
等
の
再
造
林
費
用
の
低
減
を
図
り

ま
す
。

　
ま
た
、
造
林
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
、

コ
ン
テ
ナ
苗
等
を
活
用
し
て
、
苗
木
生
産
業

者
が
苗
木
生
産
か
ら
造
林
ま
で
を
一
貫
し
て

担
う
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

テ
ー
マ
③

『
多
様
な
高
付
加
価
値
商
品
の
開
発
』

　
地
域
材
の
主
力
が
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
住
宅
需
要
の
低
下
も
見

据
え
た
、
新
た
な
利
活
用
を
図
り
ま
す
。
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「
林
業・木
材
産
業
の
集
積
地『
日
田
』に
お
け
る

木
材
の
総
合
利
用
の
推
進
」に
つ
い
て

日田市の風景

大径材の製材風景



　
そ
の
た
め
、ス
ギ
の
ほ
か
、ユ
リ
ノ
キ
等
の

早
生
樹
も
含
め
、地
場
産
業
で
あ
る
家
具
や
イ

ン
テ
リ
ア
、住
宅
用
内
装
材
な
ど
の
高
付
加
価

値
化
商
品
へ
の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、積
極

的
な
展
示
会
等
へ
の
出
展
を
行
い
、知
名
度
の

向
上
と
需
要
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

事
業
実
施
に
つ
い
て

　

　

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
３
つ
の

テ
ー
マ
別
に
、
地
域
構
想
の
参
画
者
及
び
有

識
者
に
よ
る
協
議
会
を
設
け
て
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
今
年
１
月
に
は
全
体
協
議
会
を
開
催
し
、

今
後
の
具
体
的
な
手
法
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

【
今
年
度
の
主
な
取
組
】

・	

航
空
レ
ー
ザ
測
量
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
大

径
材
の
資
源
把
握
及
び
将
来
の
出
材
予
測

・	

枝
条
チ
ッ
プ
化
搬
出
・
採
算
性
の
実
証
実

験
調
査

・	

地
域
材
を
活
用
し
た
高
付
加
価
値
商
品
の

研
究
開
発
課
題
の
検
討

・	
大
径
材
製
材
の
木
材
加
工
施
設
整
備

お
わ
り
に

	

　
平
成
27
年
に
策
定
し
た
「
新
し
い
日
田
の

森
林・林
業・木
材
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
で

は
、「
林
業・木
材
産
業
の
再
ク
ラ
ス
タ
ー
化
」

を
基
本
理
念
と
し
、
業
種
横
断
的
に
地
域
内

外
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

強
化
す
る
こ
と
を
、産
業
の
「
再
ク
ラ
ス
タ
ー

化
」
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
地
域
資
源
や

技
術
・
人
材
の
様
々
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
り

新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
で
、
林
業
・

木
材
産
業
の
振
興
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
現
化
と
林
業
成
長
産

業
化
の
実
現
に
向
け
て
、
川
上
か
ら
川
下
ま

で
の
す
べ
て
の
関
係
者
が
揃
っ
て
い
る
強
み

を
生
か
し
、
Ａ
材
～
Ｄ
材
ま
で
の
木
材
の
総

合
利
用
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
人
工
林
資
源

の
循
環
を
確
実
に
進
め
、
地
域
の
雇
用
の
確

保
・
経
済
循
環
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。
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第１回全体協議会の様子

「日田市地域」地域構想概略図

日田家具のスギ椅子


